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平
成
27
年
度

　

林
務
課 

予
算
の
概
要

　

本
県
の
民
有
人
工
林
約
22
万
ha
の
う
ち
、
伐
採
・
利
用

が
可
能
と
さ
れ
る
46
年
生
以
上
の
森
林
が
約
14
万
ha
と

64
％
を
占
め
る
な
ど
、
森
林
資
源
の
成
熟
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
複
数
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
の
稼
動
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
木
材
需
要
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
建
築
用
材
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
材

ま
で
、
品
質
に
応
じ
た
森
林
資
源
の
フ
ル
活
用
を
図
る
た

め
、
林
内
路
網
等
生
産
基
盤
整
備
や
木
材
生
産
能
力
の
高

い
林
業
事
業
体
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
伐
採
↓
利
用
↓
植

栽
↓
保
育
が
円
滑
に
循
環
し
、
新
た
な
需
要
に
も
対
応
で

き
る
資
源
循
環
型
林
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
景
気
の
回
復
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
国

の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た

消
費
喚
起
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
新
技
術
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

１
．
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
の
整
備

　

人
工
林
の
う
ち
、
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は
、
気

象
災
害
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
間
伐
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
形
や
地
質
等
に
よ
り
条
件
の
悪
い
森
林

に
つ
い
て
は
、
針
広
混
交
林
化
や
天
然
林
へ
と
誘
導

す
る
等
、
多
様
な
森
林
の
整
備
を
図
る
。

◦
地
域
森
林
計
画
策
定
事
業�

４
０
、４
３
１
千
円

◦
造
林
事
業�

１
、１
６
０
、０
０
０
千
円

◦
造
林
事
業�

８
２
、０
０
０
千
円

◦
重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業

�

２
２
、０
０
０
千
円

⑵
施
業
集
約
化
の
促
進

　

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
経

営
計
画
の
作
成
や
森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援
す

る
。

◦
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

�

１
２
８
、０
４
６
千
円

◦　
　
　

森
林
境
界
の
明
確
化

�

６
７
、５
０
０
千
円

⑶
生
産
基
盤
の
整
備

　

㈿
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
製
材
工
場
等
に

必
要
な
２
５
６
千
ｍ
３
／
年
の
原
木
に
加
え
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
の
燃
料
用
と
し
て
見
込
ま
れ

る
１
７
０
千
ｍ
３
／
年
を
合
わ
せ
た
４
２
６
千
ｍ
３

／
年
の
原
木
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る

基
盤
を
整
備
す
る
た
め
、
森
林
施
業
の
団
地
化
、
林

内
路
網
の
整
備
、
及
び
機
械
化
な
ど
を
支
援
す
る
。

◦　
　
　

林
内
路
網
整
備�

４
、０
０
０
千
円

◦
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

�

４
７
、７
０
０
千
円

◦　
　
　

高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入

�
３
３
、５
８
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
　
（
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
資
金
）

�

３
０
０
、０
０
０
千
円

⑷
林
業
技
術
の
普
及

　

林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る
林
業
技
術
の
普
及
指
導

活
動
や
高
性
能
林
業
機
械
等
の
林
業
技
術
研
修
、
指

導
林
家
等
・
山
村
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
を
育
成
す
る
。
ま
た
、
市
町

村
森
林
整
備
計
画
や
森
林
経
営
計
画
の
作
成
実
行
を

技
術
面
で
市
町
を
支
援
す
る
「
地
域
森
林
総
合
監
理

士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）」
を
育
成
す
る
。

◦
林
業
技
術
普
及
費�

３
、８
７
６
千
円

２
．
林
業
の
担
い
手
の
育
成

⑴
林
業
事
業
体
の
育
成
・
確
保

　

収
益
性
の
高
い
低
コ
ス
ト
林
業
経
営
モ
デ
ル
の
確

立
に
向
け
、
林
業
事
業
体
に
お
け
る
経
営
者
の
企
画

能
力
、
集
約
化
を
進
め
る
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

実
践
力
、
現
場
技
能
者
の
生
産
能
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、
林
業
労
働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
、
労
働
安

全
衛
生
の
向
上
を
図
る
。

【
新
】林
業
三
つ
星
経
営
体
育
成
事
業

�

３
、４
４
０
千
円

補補
補

補

凡　

例

　
　

：
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業（
県
事
業
名
）

　
　

：
平
成
26
年
度
県
補
正
予
算
措
置
分（
経
済
対
策
）

補緊急

緊
急

緊
急

緊
急

低コスト原木供給団地のイメージ

作業道 
高性能林業機械等 

低コスト原木供給団地

木材センター・木材市場等へ 
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◦
林
業
労
働
力
育
成
対
策
事
業�

１
、４
０
６
千
円

⑵
森
林
組
合
の
育
成

　

森
林
所
有
者
の
協
同
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
る

森
林
組
合
の
事
業
活
動
を
強
化
し
、
中
核
的
担
い
手

と
し
て
育
成
す
る
た
め
、
利
用
事
業
の
展
開
や
経
営

改
善
な
ど
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
合
併
等
の
促
進
に
よ
る
経
営
基
盤
と
執
行
体

制
の
強
化
を
図
る
。

◦
森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業

�

２
、２
２
６
千
円

【
拡
】森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付

�

４
０
０
、０
０
０
千
円

⑶
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　

林
業
・
木
材
産
業
事
業
体
に
対
し
て
、
低
利
・
無

利
子
の
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び

木
材
産
業
の
健
全
な
発
展
、
木
材
生
産
及
び
流
通
の

合
理
化
の
促
進
を
図
る
。

◦
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

�

１
５
０
、０
０
０
千
円

◦
林
業
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業�

１
、１
１
３
千
円

◦
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金

�

６
０
０
、２
２
０
千
円

◦
特
用
林
産
振
興
事
業�

２
５
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
製
材
用
原
木
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

�

３
０
０
、０
０
０
千
円（
再
掲
）

３
．
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と
利
用
拡
大

⑴
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備

　

県
産
木
材
の
加
工
流
通
を
担
う
事
業
体
に
対
し
、

失
業
者
を
新
た
に
雇
用
し
た
人
材
育
成
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
品
質
向
上
や
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け

た
普
及
活
動
等
を
行
い
、
原
木
の
安
定
供
給
及
び
利

用
体
制
の
確
立
を
図
る
。

【
新
】ひ
ょ
う
ご
県
産
木
材
利
用
拡
大
事
業

�

２
１
、６
０
０
千
円

◦
県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
推
進
事
業

�

５
０
０
千
円

⑵
県
産
木
材
の
利
用
拡
大

①
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

　

展
示
効
果
が
見
込
め
る
公
共
施
設
等
の
木
造
化
、

木
質
化
を
進
め
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成

板
）
やT

ajim
aT
A
PO
S

（
高
強
度
梁
桁
仕
口
）

等
の
新
た
な
木
材
利
用
技
術
を
普
及
啓
発
す
る
。

◦
木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

�

２
５
０
、０
０
０
千
円

◦　
　
　

木
造
公
共
施
設
等
整
備

�

２
１
５
、０
０
０
千
円

◦　
　
　

新
規
用
途
導
入
促
進
支
援

�

１
２
、０
０
０
千
円

【
新
】�Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）技
術
等
普
及
啓
発
事
業�

１
１
、２
０
０
千
円

②
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
促
進

　

長
期
固
定
で
低
利
な
融
資
制
度
（
年
利
率
０
・

８
%
）
や
新
築
住
宅
等
の
際
に
県
内
農
林
水
産
品

等
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る
県
産
木

材
利
用
住
宅
の
建
設
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、「
木

の
匠
」
登
録
制
度
の
普
及
、
及
び
住
宅
コ
ン
ペ
に

よ
る
優
れ
た
木
造
住
宅
の
顕
彰
に
よ
る
工
務
店
の

県
産
木
材
利
用
意
欲
の
喚
起
を
図
る
。

【
拡
】県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

�

１
９
、０
８
６
、９
５
９
千
円

【
新
】ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国
ポ
イ
ン
ト
事
業

�

２
２
０
、０
０
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
住
宅
建
設
促
進
事
業

�

１
、６
２
０
千
円

【
拡
】森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業

�

２
９
３
千
円

③�

暮
ら
し
に
身
近
な
木
製
用
品
を
活
用
し
た
普
及
啓
発

　

県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
内
装
材
や
木
製
学

習
机
、
玩
具
な
ど
多
様
な
木
材
利
用
を
提
案
す
る

ほ
か
、
幼
稚
園
・
保
育
園
等
で
の
「
木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
実
施
す
る
。

◦
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
推
進
事
業

　

う
ち
木
製
用
品
利
用
拡
大�

１
、
０
５
０
千
円

　

う
ち
【
新
】
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

�

１
，
２
１
０
千
円

④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
や
チ
ッ
プ
工
場
、

ボ
イ
ラ
ー
等
の
施
設
導
入
等
に
対
し
て
支
援
す
る

ほ
か
、
未
利
用
間
伐
材
等
の
仕
分
け
、
乾
燥
に
必

要
な
山
土
場
整
備
や
、
一
般
材
と
比
べ
掛
増
し
と

な
る
輸
送
コ
ス
ト
に
対
し
て
支
援
す
る
。

◦　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
整
備
等

�

４
８
４
、０
５
０
千
円

【
新
】　　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
整
備

　
　

※
資
金
融
通�

９
３
０
、０
０
０
千
円

◦
バ
イ
オ
マ
ス
ヤ
ー
ド
整
備
事
業

�

３
、６
０
０
千
円

◦
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業

�

１
１
、１
０
０
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　

�（
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
木
材
の
取
扱
に
係
る
運

転
資
金
）�

３
０
０
、０
０
０
千
円（
再
掲
）

平
成
27
年
度　

林
務
課　

主
な
事
業�

当
初
予
算
額

一
般
会
計
２
４
、４
６
７
、２
１
８
千
円

�

（
対
前
年
度
比
１
１
８
・
０
％
）

（
＋
補
正
）２
６
、３
４
１
、２
１
８
千
円
（
対
前
年
度
比
１
２
６・２
％
）

補補

補

補補

緊
急

緊
急緊

急

緊
急

ＣＬＴ（直交集成板）
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平
成
27
年
度 

治
山
課 

関
係
予
算

　

県
下
各
地
で
頻
発
す
る
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害
に
備

え
、
治
山
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
山
地
に
起
因
す

る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
財
産
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、「
第
２
次

山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」
を
拡
充
し
、

治
山
ダ
ム
等
の
整
備
を
強
力
に
進
め
る
ほ
か
、
地
す
べ
り

防
止
対
策
、
山
腹
崩
壊
防
止
対
策
、
森
林
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知
、
山
地
防
災
教
室

の
開
催
、
住
民
の
防
災
活
動
へ
の
支
援
な
ど
県
民
の
避
難

行
動
に
役
立
つ
情
報
提
供
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
等
を

通
じ
て
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
、
総
合
的
な
山

地
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
資
源
循
環
型
林
業
の
構
築
」

に
向
け
、
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
の
推
進
、
県
産
木

材
の
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
等
の
新
た
な
原
木
需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、「
新

⑵
山
地
災
害
危
険
地
区
の
総
点
検

　

丹
波
災
害
を
踏
ま
え
、
県
土
整
備
部
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
総
点
検
と
並
行
し
て
、
未
整
備
の
山
地

災
害
危
険
地
区
や
そ
の
周
辺
山
地
の
渓
流
を
対
象
に
、

点
検
を
実
施
し
ま
す
。

⑶
治
山
施
設
の
維
持
管
理･

機
能
強
化
対
策

　

平
成
2４
年
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
平
成
25
年
に
実
施
し
た
治
山
施
設
の
老
朽

化
点
検
結
果
を
も
と
に
、
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

施
設
の
維
持･

機
能
強
化
対
策
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

⑷
﹁
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
﹂
第
2
期
計
画
の
推
進

　

森
林
の
過
密
化
に
よ
り
林
床
植
生
が
消
滅
し
、
表

土
流
出
の
発
生
等
、
機
能
が
低
下
し
た
保
安
林
を
対

象
に
、
本
数
調
整
伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
、
０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
林
内
路
網
の
骨
格
と
な
る
森
林
基
幹
道
・
過
疎
代

行
林
道(

森
林
管
理
道)

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

森
林
基
幹
道
を
利
用
し
て
、
効
率
的
な
木
材
搬
出
等
を
推

進
す
る
た
め
、
沿
線
に
お
い
て
路
網
拠
点
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

１
．
治
山
対
策
の
推
進

⑴
第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画

�

（
平
成
2₆
～
30
年
度
）
の
拡
充

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
丹
波
市
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
治
山
ダ
ム
や
砂
防

え
ん
堤
が
整
備
さ
れ
た
谷
筋
で
は
、
施
設
が
土
砂
や

流
木
を
捕
捉
し
、
下
流
の
被
害
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
ふ
ま
え
、
治
山
ダ
ム
や
砂
防

え
ん
堤
の
整
備
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

（
詳
細
は
、﹁
第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５

箇
年
計
画
の
拡
充
﹂
を
参
照
）

区　分
当初（箇所数）
全体 H27

人家等保全対策（公共） 350 70
流木・土砂流出防止対策（県単） 130 26

災害対応 0 0
計 480 96

区　分
拡充後（箇所数）
全体 H27

人家等保全対策（公共） 350 70
流木・土砂流出防止対策（県単） 194 42
災害対応（公共＋県単） 36 0

計 580 112

平成26年8月豪雨災害で土砂･流木
を捕捉した治山ダム（丹波市）

全線開通した「八木谷･大谷線」
からの木材搬出（養父市）

第２次山地防災・土砂災害対策５箇年計画の拡充

災害復旧状況（丹波市）

路網拠点を利用した木材搬出
「峰山線」（宍粟市）

第38号�（4）兵庫の治山・林道と森林整備



【
治
山
事
業
費
】

公
共
治
山
事
業
費�

４
、１
５
３
、７
１
３
千
円

治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�

１
０
、０
０
０
千
円

県
単
独
治
山
事
業
費�

２
５
６
、０
０
０
千
円

県
単
独
緊
急
防
災
事
業
費�

１
、２
８
０
、０
０
０
千
円

合　

計�

５
、６
９
９
、７
１
３
千
円

（
別
途
26
年
度
補
正
予
算�

４
４
、０
０
０
千
円
）

２
．
林
道
整
備
の
促
進

⑴
県
営
林
道
の
開
設
・
改
良

　

近
年
、
複
数
の
森
林
基
幹
道
等
が
開
通
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
継
続
中
の
路
線
は
、
林
内
路
網
の
骨
格

と
な
る
森
林
基
幹
道
２
路
線(
須
留
ヶ
峰
線
、
千
ヶ

峰
・
三
国
岳
線)

及
び
過
疎
代
行
林
道(
森
林
管
理
道)

１
路
線(

前
地
・
カ
ン
カ
ケ
線)

と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
コ
ス
ト
縮
減
や
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
開

設
促
進
を
図
り
、
早
期
開
通
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
開
通
後
数

年
を
経
て
、
降
雨
や
融
雪
に
よ
っ
て
浸
食
が
発
生
し

た
法
面
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
通
行
に
よ
り
傷
ん
だ

舗
装
に
対
し
、
法
面
緑
化
や
舗
装
工
事
等
を
実
施
し
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

⑵
路
網
拠
点
の
整
備

　

森
林
基
幹
道
と
作
業
道
を
接
続
さ
せ
、
県
産
木
材

の
安
定
的
な
供
給
や
効
率
的
な
木
材
搬
出
を
推
進
す

る
た
め
、
木
材
の
集
積
作
業
土
場
や
支
線
林
道
を
開

設
す
る
等
の
路
網
拠
点
を
４
箇
所
で
設
置
し
ま
す
。

⑶
林
道
施
設
の
維
持
管
理
・
長
寿
命
化
対
策

　

車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
巡
視
や

側
溝
清
掃
、
草
刈
り
、
注
意
標
識
の
設
置
等
の
維
持

管
理
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

る
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
等
の
施
設
に
つ
い
て
、
日
常
の

点
検
に
加
え
、
今
後
、
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

施
設
毎
の
点
検
頻
度
や
補
修
等
の
老
朽
化
対
策
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
。

【
林
道
事
業
費
】

公
共
林
道
事
業
費�

�

８
８
８
、
２
４
９
千
円

公
共
林
道
事
業
費
（
管
理
費
）�

５
８
、
０
４
７
千
円

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�
１
６
５
、
９
６
５
千
円

県
単
独
林
道
事
業
費�
３
４
０
、
４
０
０
千
円

合　

計�

１
、
４
５
２
、
６
６
１
千
円

３
．
里
山
防
災
林
整
備
（
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
）

　

森
林
の
防
災
面
で
の
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進

め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
た

「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
て
「
災
害
に
強
い
森
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。
里
山
防
災
林
整
備
で
は
、
集
落

裏
山
に
あ
る
里
山
林
の
山
地
防
災
機
能
向
上
の
た
め
、

倒
木
の
危
険
の
あ
る
木
除
去
等
の
森
林
整
備
や
丸
太
柵

工
等
の
簡
易
防
災
施
設
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

【
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
】

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
推
進
費�

４
９
４
，
９
０
４
千
円

平
成
27
年
度　

治
山
課
関
係
予
算
（
治
山
林
道
事
業
関
係
）

○
当
初
予
算
額�

７
、１
５
２
、３
７
４
千
円

�

（
対
前
年
度
比
１
０
７・９
％
）

○
当
初
予
算
額
＋
補
正
予
算
額�

７
、１
９
６
、３
７
４
千
円

�

（
対
前
年
度
比
１
０
８・５
％
）

法面緑化と舗装工事「雪彦・峰山線」（姫路市）

側溝の清掃「千町・段ヶ峰線」宍粟市）

簡易防災施設（丸太柵工）（養父市）

落石対策工事「笠形線」（多可町）

見通し確保する草刈り「瀞川・氷ノ山線」
（香美町）

竹林の伐採整理（朝来市）

（5）�平成27年6月30日



 
平
成
27
年
度

　

豊
か
な
森
づ
く
り
課 

予
算
の
概
要

　

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
機
能
回
復
を
社
会
全

体
で
進
め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の

森
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
を
早
期
・
確

実
に
進
め
る
た
め
に
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
た
「
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
の
保
全
・
管
理
、
森
林
病
害
虫
被
害
対

策
に
も
取
り
組
み
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
森
づ
く
り
」
を
促
進
し
ま
す
。

１
．
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
と
、
本
来
の

経
済
林
と
し
て
の
再
生
を
進
め
る
た
め
、「
新
ひ
ょ
う

ご
の
森
づ
く
り
・
第
１
期
対
策
（
平
成
14
～
23
年
）」

を
さ
ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森

林
管
理
の
徹
底
」「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り

活
動
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と
す
る
「
新
ひ
ょ
う
ご
の

森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
（
平
成
24
～
33
年
）」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

⑴　

森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦

　

間
伐
が
必
要
な
60
年
生
以
下
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人

工
林
に
つ
い
て
、
国
の
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
間
伐

及
び
作
業
道
開
設
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携

し
て
公
的
負
担
を
行
い
、
森
林
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

◦「
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦
」
推
進
事
業

�

８
３
、６
５
３
千
円

　

間
伐　

６
、２
０
０
ha
、
作
業
道　

7０
㎞

◦
く
ら
し
を
支
え
る
森
づ
く
り
事
業

�

２
２
、６
１
６
千
円

⑵　

里
山
林
の
再
生

　

集
落
周
辺
の
里
山
林
に
お
い
て
、
地
域
住
民
等
が

自
ら
行
う
里
山
林
整
備
及
び
植
生
保
護
柵
の
設
置
に

対
し
て
、
資
機
材
費
等
の
支
援
を
行
い
、
健
全
な
森

林
へ
の
誘
導
を
図
る
。

◦
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業�

１
５
、３
０
０
千
円

⑶　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け
る
次
代
の
リ
ー
ダ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
実
施
し
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
継
続
と
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
。

◦
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催�

�

７
７
６
千
円

⑷　

企
業
の
森
づ
く
り
の
推
進

　

企
業
・
団
体
等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

行
う
森
林
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、（
公

社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
の
指
導
体
制
を
強
化
し
、

多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◦
企
業
・
団
体
等
の
年
間
活
動
計
画
等
の
策
定
に
係
る

　

技
術
者
派
遣
、
研
修
会
の
開
催�

１
、５
３
６
千
円

⑸　

森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
普
及
啓
発

　

森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心
を

高
め
、
森
づ
く
り
活
動
へ
誘
う
た
め
、
森
づ
く
り
活

動
な
ど
を
体
験
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
森

林
環
境
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
と
都
市
住

民
の
交
流
の
場
、
親
子
・
家
族
が
身
近
に
自
然
と
触

れ
あ
え
る
場
を
提
供
す
る
。

◦「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
の
開
催

�

１
、０
０
０
千
円

◦
三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
事
業

�

１
０
２
、３
７
９
千
円

◦
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
管
理
運
営
事
業
（
６
公
園
）

�

１
７
５
、７
６
１
千
円�

２
．
県
有
環
境
林
の
管
理

　

乱
開
発
の
抑
制
等
に
貢
献
し
て
き
た
先
行
取
得
用
地

等
に
つ
い
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
、
県
有

環
境
林
と
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
。

◦
県
有
環
境
林
管
理
事
業�

３
２
、１
４
４
千
円

３
．
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
防
災
面
で
の
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進

め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
た

「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
て
「
災
害
に
強
い
森
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、

国
の
公
共
造
林
事
業
等
を
活
用
し
た｢

広
葉
樹
林
化
促

進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業｣

を
推
進
し
て
い
る
。

⑴　

県
民
緑
税
充
当
事
業
・
第
２
期
対
策（
Ｈ
23
～
27
年
度
）

◦
緊
急
防
災
林
整
備�

１
、０
０
９
、９
６
２
千
円

　

�[

斜
面
対
策　

９
１
９
ha
、
渓
流
対
策
：
調
査
6₈

箇
所
、
森
林
整
備
４₈
箇
所]

◦
里
山
防
災
林
整
備�

４
９
４
、９
０
４
千
円

　

[

基
本
計
画
調
査
３
１
５
ha
、
整
備
２
８
５
ha]

土留工の設置

簡易流木止め施設
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◦
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備

�

３
２
１
、０
０
０
千
円

　

�[

計
画
調
査
設
計
３
２
９
ha
、
作
業
道
開
設
１
６

５
ha
、
広
葉
樹
植
栽
２
５
６
ha]

◦
野
生
動
物
育
成
林
整
備�

４
３
１
、８
７
０
千
円

　

[
基
本
計
画
調
査
４
１
０
ha
、
森
林
整
備
４
８
４
ha]

◦
住
民
参
画
型
森
林
整
備[

２
２
ha]

�

２
８
、０
５
０
千
円

⑵　

公
共
造
林
事
業
等
活
用
事
業
（
Ｈ
24
～
33
年
度
）

　

奥
地
林
な
ど
収
益
性
が
低
く
伐
採
の
進
ま
な
い
高

齢
人
工
林
に
つ
い
て
、
帯
状
伐
採
し
跡
地
に
広
葉
樹

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を

高
度
に
発
揮
す
る
多
様
な
森
林
と
し
て
、
将
来
的
に

広
葉
樹
林
へ
誘
導
す
る
。

◦
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　

[

更
新
伐
２
０
ha
、
作
業
道
開
設
２
㎞]

�

７
、０
２
７
千
円

※�

造
林
事
業
の
国
補
助
残
を
県
・
市
町
が
連
携
し
公

的
負
担

４
．
森
林
の
保
全
・
管
理

⑴　

保
安
林
の
指
導
等

　

山
地
災
害
危
険
地
区
な
ど
の
保
安
林
指
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
に
資
す

る
保
安
林
の
森
林
施
業
の
確
保
、
標
識
設
置
や
伐
採

等
の
行
為
制
限
に
よ
る
保
安
林
管
理
体
制
の
整
備
等

を
通
じ
て
、
保
安
林
の
適
正
な
管
理
、
保
全
を
図
る
。

◦
保
安
林
等
整
備
管
理
費�

１
２
、５
２
０
千
円

⑵　

無
秩
序
な
開
発
行
為
の
規
制

　

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
森
林
計
画
対
象
森
林
に
お
け
る
、
無
秩
序
な
開
発

行
為
を
規
制
し
、
森
林
の
適
正
な
利
用
を
図
る
。

◦
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
費�

１
、８
３
０
千
円

⑶　

森
林
の
保
全

　

保
安
林
及
び
林
野
火
災
の
危
険
性
の
高
い
森
林
に

つ
い
て
、
無
許
可
伐
採
や
違
反
行
為
の
早
期
発
見
、

林
野
火
災
の
予
防
啓
発
、
森
づ
く
り
活
動
の
指
導
な

ど
を
目
的
と
し
て
「
森
づ
く
り
指
導
巡
視
事
務
嘱
託

員
」
を
配
置
し
、
森
林
の
保
全
管
理
を
図
る
。

◦
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
指
導
巡
視
事
業�

７
、８
４
３
千
円

５
．
森
林
病
害
虫
被
害
対
策

⑴　

松
く
い
虫
被
害
対
策

①�

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経

済
上
重
要
な
松
林
を
防
除
区
域
と
定
め
、
特
別
防

除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
等
の
予
防
対
策
と
、

伐
倒
駆
除
や
造
林
事
業(

衛
生
伐)

の
駆
除
対
策
を

組
み
合
わ
せ
て
、
松
林
機
能
の
保
全
を
図
る
。
ま

た
、
被
害
を
受
け
に
く
い
松
林
を
造
成
す
る
た
め
、

抵
抗
性
マ
ツ
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10
万
本
植
栽

事
業
（
24
～
28
年
度
）
を
継
続
実
施
す
る
。

②�

環
境
へ
配
慮
し
た
防
除
を
推
進
す
る
た
め
、
駆
除

対
策
に
つ
い
て
は
特
別
伐
倒
駆
除
の
実
施
拡
大
を

行
う
。

○�

特
別
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
及
び
被
害
木
再
利

用
の
た
め
、
被
害
木
を
伐
採
後
に
破
砕
・
焼
却
す

る
べ
く
、
搬
出
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林
に
お

い
て
実
施
す
る
。

③�

景
観
の
保
全
が
必
要
な
箇
所
に
お
い
て
過
年
度
枯

れ
被
害
木
を
伐
倒
処
理
す
る
。

◦
予
防
対
策（
特
別
防
除
、地
上
散
布
、樹
幹
注
入
）

�

３
６
、３
８
９
千
円

◦
駆
除
対
策
（
伐
倒
駆
除
、
特
別
伐
倒
駆
除
）

�

５
７
、５
２
７
千
円

◦
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
10
万
本
植
栽
事
業

�

１
、０
２
８
千
円

◦�

森
林
病
害
虫
防
除
予
防
推
進
費
（
薬
剤
防
除
自
然

環
境
影
響
調
査
、
松
林
緊
急
実
態
調
査
等
）

�

５
、７
３
１
千
円

◦
県
単
独
松
く
い
虫
被
害
等
景
観
対
策
事
業

�

５
、４
７
１
千
円

⑵　

ナ
ラ
枯
れ
対
策

　

被
害
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
被
害
先
端
市
町
に
お
い

て
重
点
的
な
防
除
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
安
林
等

公
益
的
機
能
の
高
い
森
林
で
防
除
を
実
施
し
、
森
林

機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
。

◦
そ
の
他
法
定
病
害
虫
駆
除
事
業

　
（
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
）�

１
０
、１
５
０
千
円

　

�（
伐
倒
駆
除
（
く
ん
蒸
）、
噴
霧
剤
処
理
（
粘
着
剤

塗
布
）、
樹
幹
注
入
、
粘
着
シ
ー
ト
）

６
．
里
山
森
づ
く
り
担
い
手
支
援
事
業

�

（
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
）

　

緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
失
業
者
を
雇
用
し
、

既
存
の
公
的
事
業
で
は
手
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
に
お

い
て
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
元
要
望
に
き

め
細
か
く
対
応
し
、
環
境
と
景
観
の
保
全
を
図
る
こ
と

で
美
し
い
兵
庫
の
森
の
創
出
に
寄
与
す
る
。

◦
里
山
森
づ
く
り
担
い
手
支
援
事
業

�

５
０
、０
０
０
千
円

平
成
27
年
度

豊
か
な
森
づ
く
り
課　

主
な
事
業�

当
初
予
算
額

１
４
、２
８
７
、７
６
５
千
円
（
対
前
年
度
比
１
２
２
、８
％
）

赤穂市木津の大規模林
野火災（写真提供：兵庫
県消防防災航空隊）

森林（開発地）の巡視

（7）�平成27年6月30日



 
平
成
27
年
度

　

自
然
環
境
課（
野
生
鳥
獣
対
策
関
係
）予
算
の
概
要

野
生
動
物
対
策
の
推
進

　

地
域
の
実
状
に
応
じ
た
野
生
動
物
の
生
息
地
管
理
、
個

体
数
管
理
、
被
害
管
理
を
総
合
的
・
科
学
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
＂
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＂
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
農
林
業
等
へ
の
被
害
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
シ
カ
肉
等
の
有
効
活
用
を
図
り
、
人
と
野
生

動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
存
を
め
ざ
す
。

１
．
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
推
進

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
と
被
害
地
域
拡
大
の
防
止
を
図

る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
、
捕
獲
目
標
頭
数

を
３
万
５
千
頭
と
し
、
国
庫
交
付
金
及
び
鳥
獣
被
害
防

止
特
別
措
置
法
等
に
基
づ
く
特
別
交
付
税
措
置
を
最
大

限
活
用
し
つ
つ
、
捕
獲
及
び
防
護
柵
設
置
等
の
対
策
を

進
め
る
。

⑴
シ
カ
捕
獲
の
拡
大�

１
９
６
、
１
２
１
千
円

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
促
進
支
援
事
業

�

４
９
、５
２
１
千
円

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
専
任
班
支
援
事
業

�

３
３
、６
０
０
千
円

◦
狩
猟
期
シ
カ
捕
獲
拡
大
事
業

�

１
１
３
，
０
０
０
千
円

⑵
シ
カ
肉
の
流
通
促
進
と
需
要
拡
大

�

３
６
、
９
２
８
千
円

　

捕
獲
し
た
シ
カ
を
肉
・
皮
・
骨
な
ど
丸
ご
と
1
頭

有
効
活
用
す
る
た
め
、
狩
猟
者
、
処
理
加
工
施
設
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

し
て
、
シ
カ
肉
の
安
定
供
給
や
普
及
啓
発
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
捕
獲
し
た
シ
カ
の
処
理
加
工
施
設
へ

の
運
搬
に
対
す
る
支
援

を
行
う
。

◦�

シ
カ
丸
ご
と
１
頭
活

用
作
戦
【
新
規
】

�

３
、９
２
８
千
円

◦�

シ
カ
肉
処
理
加
工
施

設
整
備
等
支
援
事
業

�

３
３
、０
０
０
千
円

⑶
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
強
化

　

地
域
住
民
主
体
の
捕
獲
体
制
の
構
築
や
地
域
に
応

じ
た
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減

を
図
る
。

◦
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
新
規
】

�

６
、２
０
８
千
円

⑷
防
護
柵
の
設
置
等
支
援

◦�

鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
事
業

�

４
７
０
、５
２
２
千
円

◦�

野
生
動
物
防
護
柵
集

落
連
携
設
置
事
業�

�

５
０
、０
０
０
千
円

◦�

野
生
動
物
捕
獲
用
わ

な
緊
急
整
備
事
業

�

４
６
７
千
円

２
．
狩
猟
後
継
者
の
育
成
・
確
保�

１
４
、１
５
５
千
円

　

鳥
獣
捕
獲
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
狩
猟
者
の
減

少
・
高
齢
化
に
よ
り
捕
獲
従
事
者
が
不
足
す
る
中
、
鳥

獣
保
護
管
理
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
及
び
捕
獲
体
制
の

強
化
等
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

◦
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
実
施
体
制
構
築
事
業

�

１
１
、８
１
３
千
円

◦
狩
猟
後
継
者
確
保
育
成
事
業
【
拡
充
】

�

１
、３
４
２
千
円

◦
狩
猟
技
能
向
上
促
進
事
業�

１
、０
０
０
千
円

３
．
そ
の
他
の
鳥
獣
対
策
の
推
進

　
「
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
・
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

生
息
数
の
安
定
維
持
を
目
指
し
た
個
体
数
管
理
、
被
害

管
理
、
生
息
地
管
理
等
を
進
め
る
。
ま
た
、
近
年
増
加

し
て
い
る
特
定
外
来
生
物
（
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ

ア
）
の
捕
獲
を
進
め
る
。

◦
ア
ラ
イ
グ
マ
分
布
拡
大
ス
ト
ッ
プ
作
戦
【
新
規
】

�

２
、０
７
３
千
円

◦
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害�

２
３
、０
０
０
千
円

◦
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
総
合
対
策
事
業�

１
、０
６
１
千
円

◦
サ
ル
出
没
対
策
事
業�

５
０
４
千
円

◦
サ
ル
監
視
員
配
置
支
援
事
業�

１
、４
４
２
千
円

◦
特
定
外
来
生
物
被
害
対
策
事
業�

１
４
，
０
０
０
千
円

◦
カ
ワ
ウ
対
策
事
業
【
拡
充
】�

２
、５
９
０
千
円

◦�

野
生
動
物
保
護
管
理
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
称
）

開
催
【
新
規
】�

２
、４
１
２
千
円

平
成
27
年
度
自
然
環
境
課

�

（
野
生
鳥
獣
対
策
）予
算
額

・
野
生
動
物
保
護
管
理
費�

９
０
２
、１
６
１
千
円

（
対
前
年
度
比
１
０
４
・
９
％
）

※
イ
ラ
ス
ト
（
シ
カ
）：
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
提
供

【シカ肉料理教室
（大阪ガスクッキングスクール）】

【防護柵と一体的に整備された
箱わな（豊岡市）】
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兵
庫
県
森
林
土
木
技
術
研
究
会
の
開
催

〜
近
年
の
山
地
災
害
と
後
世
に
伝
え
る
治
山
技
術
〜

震
災
復
興
₂₀
年
の
軌
跡

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
27
年
３
月
１₃
日
（
金
）、
兵
庫
県
民
会
館
に
お

い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
2０
年
の
節
目
と
し
て
、

震
災
復
旧
に
携
わ
っ
た
全
国
か
ら
の
応
援
者
22
名
や
県

治
山
課
関
係
職
員
Ｏ
Ｂ
１7
名
、
現
役
の
県
林
務
・
治
山

関
係
職
員
等
₉１
名
、
計
１
３
０
名
が
参
加
し
、
兵
庫
県

森
林
土
木
技
術
研
究
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
講
話
・
研
究
発
表

　

震
災
の
体
験
と
教
訓
を
県
内
外
に
発
信
し
続
け
る
と

と
も
に
、
次
な
る
山
地
災
害
等
に
備
え
て
、
全
国
で
発

生
し
て
い
る
山
地
災
害
の
事
例
等
を
も
と
に
発
表
を
行

い
、
行
政
や
森
林
土
木
技
術
者
が
ど
の
よ
う
に
向
か
い

合
っ
て
い
く
の
か
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

⑴
新
潟
県　

山
田
精
二
参
事

　
「
森
林
土
木
行
政
を
振
り
返
っ
て
」

　

個
々
の
現
場
で
対
策
が
全
て
異
な
る
治
山
事
業
は
、

地
質
や
地
形
、
植
生
等
、
自
然
環
境
へ
の
理
解
が
必
要

で
、
自
ら
の
経
験
知
や
科
学
知
の
組
み
合
わ
せ
が
大
切
。

⑵
宮
城
県
派
遣
（
兵
庫
県
）
小
谷
洋
平
主
任

　
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
」

　

宮
城
県
海
岸
部
に
お
け
る
震
災
時
の
被
災
状
況
と
復

旧
に
向
け
た
防
波
堤
工
事
や
海
岸
林
整
備
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
を
紹
介
。

⑶
兵
庫
県　

上
野
茂
樹
治
山
林
道
班
長

　
「
兵
庫
県
南
部
地
震
で
崩
壊
し
た
斜
面
の
復
旧
状
況
等
」

　

治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
工
事
が
行
な
わ
れ
、
2０
年
の

歳
月
を
経
て
、
山
に
緑
が
戻
り
、
森
に
か
え
っ
た
状
況

を
報
告
。

⑷
岐
阜
県　

松
田
秀
明
技
術
主
査

　
「
土
砂
災
害
と
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

　

近
年
異
常
な
豪
雨
で
多
量
に
流
出
す
る
土
砂
対
策
に

つ
い
て
、
治
山
事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

⑸
山
口
県　

金
子
省
一
主
幹

　
「
平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
山
口
県
岩
国
市
の
山

地
災
害
の
復
旧
概
要
に
つ
い
て
」

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
早
急
な
復
旧
を

図
る
た
め
に
は
、
県
職
員
の
現
場
に
お
け
る
状
況
の
見

極
め
と
、
国
支
援
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
が
大
切
。

⑹
鳥
取
県　

藤
井
優
係
長

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

震
災
復
旧
か
ら
学
ん
だ
、
技
術
者
仲
間
と
し
て
の
関

係
、
技
術
の
研
鑽
、
安
全
安
心
を
目
指
す
意
識
を
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
。

⑺
兵
庫
県　

岩
村
裕
森
林
課
長

　
「
近
畿
地
方
に
迫
る
大
地
震
」

　

近
年
想
定
さ
れ
る
大
地
震
か
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
現
在
研
究
さ
れ
て
い
る
地
震
予
測
手
法
を
紹
介
。

３
．
お
わ
り
に

　

意
見
交
換
会
で
は
、
他
府
県
か
ら
の
応
援
者
や
県
Ｏ

Ｂ
・
現
役
が
一
緒
に
な
り
、
震
災
2０
年
を
振
り
返
り
、

震
災
当
時
の
苦
労
話
し
や
体
験
を
語
り
合
い
、
現
役
世

代
へ
貴
重
な
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
震
災
₃０
年
も
再
会
を
し
た
い
と
い

う
声
が
上
が
る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

研究成果の発表状況

全国からの応援者や県ＯＢなど

震災時を振り返る応援者・ＯＢ等

活発な意見交換が行われる

（9）�平成27年6月30日



第
２
次
山
地
防
災・土
砂
災
害
対
策

 

５
箇
年
計
画
の
拡
充（
平
成
26
〜
30
年
度
）

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

平
成
2１
年
の
台
風
第
９
号
災
害
で
は
、
佐
用
町
や
宍

粟
市
、
朝
来
市
を
中
心
に
土
砂
・
流
木
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、「
山
地
防
災
・
土
砂
災
害

対
策
緊
急
５
箇
年
計
画
」（
平
成
2１
～
25
年
度
）
を
策
定

し
、
従
来
の
整
備
量
を
倍
増
し
て
被
災
渓
流
対
策
、
人
家

等
保
全
対
策
、
流
木
・
土
砂
流
出
防
止
対
策
な
ど
、
約
１
、

０
０
０
箇
所
で
治
山
ダ
ム
・
砂
防
え
ん
堤
等
の
整
備
及
び

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
被
災

渓
流
対
策
な
ど
緊
急
対
策
は
完
了
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
未
整
備
の
危
険
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

25
年
度
に
「
第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年

計
画
」（
Ｈ
26
～
₃０
年
度
）
を
策
定
し
、
引
き
続
き
谷
筋

毎
の
対
策
を
重
点
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
．
第
２
次
山
地
防
災
・

�

土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
の
拡
充

　

平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
で
は
、
丹
波
市
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
治
山
ダ
ム
や
砂
防
え
ん
堤

が
整
備
さ
れ
た
谷
筋
で
は
、
ダ
ム
等
が
土
砂
・
流
木
を
捕

捉
し
、
下
流
の
被
害
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
を
踏
ま
え
、
山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
総
点
検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、「
第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対

策
５
箇
年
計
画
」
を
拡
充
し
、
治
山
ダ
ム
や
砂
防
え
ん
堤

の
整
備
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
に
よ
る
予
防
対
策
を
強

力
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
整
備
目
標
（
平
成
2₆
～
30
年
度
）

（単位：箇所数）

H26～H30

当初計画

治山
事業

緊　急
防災林

砂防
事業 合　計

①人家等保全
	 対策

（公共）
350 − 200 550

②流木･土砂
　流出防止対策

（県単）
130 − − 130

③災害に強い
　森づくり − − − −

④災害対応 − 88 − 88

合　計 480 88 200 768

（単位：箇所数）

拡充後の計画

治山
事業

緊　急
防災林

砂防
事業 合　計

（公共）
350 − 280 630

（県単）
194 − − 194

− 165 − 165

（公共＋県単）
36 − 28 64

580 165 308 1,053

［効果事例］　土砂・流木を捕捉し、下流域の被害を軽減

平成26年８月豪雨災害　治山ダム（丹波市市島町中竹田）

平成26年８月豪雨災害　砂防えん堤（丹波市市島町市島）

第２次山地防災・土砂災害対策５箇年計画の拡充

第38号�（10）兵庫の治山・林道と森林整備



⑵
計
画
内
容

①
人
家
等
保
全
対
策
（
治
山
事
業
・
砂
防
事
業
）

◇�

保
全
対
象
の
人
家
が
多
い
未
対
策
箇
所
の
う
ち
、

災
害
発
生
時
の
影
響
が
大
き
い
谷
出
口
周
辺
に
人

家
が
あ
る
な
ど
緊
急
性
の
高
い
箇
所
で
、
治
山
ダ

ム
や
砂
防
え
ん
堤
等
を
重
点
的
に
整
備
し
ま
す
。

②
流
木
・
土
砂
流
出
防
止
対
策
（
治
山
事
業
）

◇�

谷
筋
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
植
林
さ
れ
た
渓
流
を
対

象
に
、
流
木
災
害
の
恐
れ
の
高
い
箇
所
か
ら
治
山

ダ
ム
を
重
点
的
に
整
備
し
ま
す
。

③
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
（
緊
急
防
災
林
整
備
）

◇�

谷
筋
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
植
林
さ
れ
、
治
山
ダ
ム

等
の
未
対
策
の
渓
流
を
対
象
に
、
流
木
災
害
の
恐

れ
の
高
い
箇
所
か
ら
、
危
険
木
の
除
去
、
間
伐
な

ど
に
よ
る
災
害
緩
衝
林
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

④
８
月
豪
雨
災
害
対
応
（
治
山
事
業
・
砂
防
事
業
）

◇�

丹
波
市
に
お
け
る
被
災
箇
所
の
二
次
災
害
防
止
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

治山ダム・砂防えん堤（不透過型）のはたらき

不透過型の治山ダム

　治山ダムは、上流から流れてくる土砂
を受け止めます。
　受け止めた土砂は、その後、下流に少し
ずつ安全に流れます。

治山ダム（朝来市田
とうじ

路）治山ダム（神河町新田）

砂防えん堤（三田市藍本酒
さかたれ

垂川）治山ダム（多可町加美区丹治）

8月丹波豪雨災害（丹波市市島町徳尾）

８月丹波豪雨災害
（丹波市市島町乙河内）

砂防えん堤

▼治山ダム

法枠工

（11）�平成27年6月30日



「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り（
２
期
対
策
）

 

整
備
効
果
の
検
証
」に
つ
い
て

農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課

１
．
事
業
検
証
委
員
会
に
お
け
る
検
討

　

整
備
効
果
の
検
証
に
あ
た
り
、
第
１
期
対
策
と
同
様

に
、
学
識
者
に
よ
る
事
業
検
証
委
員
会
を
平
成
25
年
７

月
26
日
に
設
置
し
、
第
１
期
の
効
果
検
証
結
果
を
踏
ま

え
た
専
門
的
な
観
点
か
ら
、
検
証
方
法
や
評
価
手
法
等

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
を
進

め
、
効
果
検
証
を
行
っ
た
。

２
．
整
備
効
果
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

⑴
緊
急
防
災
林
整
備
（
斜
面
対
策
）

◦
シ
カ
食
害
に
よ
る
下
層
植
生
衰
退
地
域
に
お
い
て
、

土
留
工
を
設
置
し
た
整
備
区
の
８
年
後
の
年
間
土
砂

流
出
量
は
、
土
留
工
を
設
置
し
な
い
対
照
区
に
比
べ

約
１
／
２
と
少
な
く
、
土
留
工
の
効
果
は
シ
カ
生
息

域
で
も
確
認
で
き
た
が
、
年
間
流
出
土
砂
量
は
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
下
層
植
生
の
回
復
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

◦
平
成
26
年
８
月
豪
雨
後
に
、
丹

波
市
氷
上
町
・
市
島
町
に
お
い
て
、

平
成
１₈
年
か
ら
25
年
に
、
土
留
工

を
整
備
し
た
56
箇
所
に
つ
い
て
点

検
を
行
っ
た
結
果
、
整
備
面
積
に

対
す
る
面
積
崩
壊
率
は
０
・
１
５

％
と
軽
微
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
崩

壊
に
よ
り
発
生
し
た
流
木
・
土
砂

の
大
半
は
森
林
内
に
留
ま
っ
て
い

た
。

⑵
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流
対
策
）

◦
平
成
26
年
８
月
豪
雨
後
に
、
丹
波
市
氷
上
町
に
お

い
て
、
平
成
22
年
か
ら
2₃
年
に
、
災
害
緩
衝
林
等
を

整
備
し
た
８
箇
所
に
つ
い
て
点
検
を
行
っ
た
結
果
、

全
て
の
箇
所
で
流
木
・
土
石
流
の
発
生
が
な
く
、
渓

流
内
の
倒
木
等
の
除
去
と
間
伐
の
効
果
が
確
認
で
き

た
。

◦
簡
易
流
木
止
め
施
設
が
、
土
石
や
流
木
を
捕
捉
す

る
こ
と
は
、
豪
雨
後
の
点
検
で
確
認
し
て
い
る
が
、

規
模
の
大
き
い
（
施
設
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
）
流

木
・
土
石
流
が
発
生
し
た
場
合
の
捕
捉
率
な
ど
、
定

量
的
な
効
果
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
災
害
緩

衝
林
を
配
置
し
な
い
モ
デ
ル
水
路
を
用
い
て
実
験
を

行
っ
た
。

　

実
験
の
結
果
、
流
木
の
約
８
割
を
捕
捉
し
、
土
砂

の
７
割
が
設
置
区
間（
勾
配
２
度
）に
堆
積
し
た
。

「災害に強い森づくり（第２期対策）」事業検証委員

氏　名 所　属・職　名

服部　　保 兵庫県立大学名誉教授

北原　　曜 信州大学名誉教授

大住　克博 鳥取大学農学部教授

坂田　宏志 兵庫県森林動物研究センター
特別研究員

安藤　正規 岐阜大学応用生物科学部助教

山瀬敬太郎 森林林業技術センター
主席研究員

石丸　京子 環境学園専門学校	客員教授

◦	委員会は平成25年8月20日から平成27年5
月25日まで、計7回開催

◦	現地調査は25年度に1回、26年度に2回実施
※委員の所属等は第7回委員会時点

緊急防災林整備地の崩壊面積と崩壊率
区　分 整備面積 崩壊面積 面積崩壊率
氷上町 106ha 0.11ha 0.10%
市島町 45ha 0.12ha 0.27%
合　計 151ha 0.23ha 0.15%

事業検証委員会（神戸市）

８月豪雨災害現地調査
（丹波市）

整備区の植生状況
（植被率7%）

対照区の植生状況
（植被率6%）

実験前のモデル水路状況

実験中の流木捕捉状況
豪雨後の災害緩衝林の状況

（丹波市）
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⑶
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備

◦
植
栽
後
６
年
が
経
過
し
、
目
標
林
相
に
向
か
っ
て

更
新
が
進
ん
で
お
り
、
風
倒
木
被
害
防
止
機
能
お
よ

び
洪
水
防
止
機
能
等
の
発
揮
が
期
待
で
き
る
。

◦
整
備
後
年
数
の
経
過
と
と
も
に
植
被
率
お
よ
び
リ

タ
ー
被
覆
率
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
砂
流
出

量
が
低
減
し
、
表
面
侵
食
の
防
止
が
図
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
た
だ
し
、
流
出
し
や
す
い
土
質
に
お
い
て
は
、

伐
採
時
の
林
床
攪
乱
の
軽
減
や
土
留
工
の
設
置
な
ど

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
里
山
防
災
林
整
備

◦
危
険
木
伐
採
後
の
植
被
率
が
、
萌
芽
の
再
生
や
先

駆
樹
種
の
侵
入
に
よ
り
、
整
備
４
年
後
で
８
％
か
ら

5１
％
に
上
昇
し
表
面
侵
食
防
止
機
能
が
向
上
し
て
い

る
。

◦
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て�

、
住
民
の
６
割
以
上

か
ら
人
家
等
へ
の
倒
木
に
対
し
「
不
安
が
解
消
し

た
」
と
回
答
を
得
る
な
ど
、
集
落
の
安
全
安
心
な
生

活
が
確
保
さ
れ
た
。

◦
住
民
の
９
割
以
上
が
山
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
そ
の
半
数
が
森
林
整
備
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を

示
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
整
備
地
の
管
理
が
期
待

で
き
る
。

⑸
野
生
動
物
育
成
林
整
備

◦
集
落
柵
と
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
一
体
整
備
に
よ

り
被
害
農
地
が
減
少
し
た
。

　
（
イ
ノ
シ
シ
）

　

被
害
農
地
が
77
％
減
少

　
（
シ
カ
）

　

被
害
農
地
が
7₉
％
減
少

　
（
サ
ル
）

　

被
害
農
地
が
₈１
％
減
少

◦
シ
カ
に
よ
る
強
い
食
害
を
受
け
下
層
植
生
が
衰
退

し
て
い
る
地
域
で
は
、
植
生
保
護
柵
の
設
置
に
よ
り
、

下
層
植
生
（
将
来
の
種
子
供
給
源
）
の
被
度
が
向
上

し
、
出
現
数
も
増
加
す
る
な
ど
、
生
態
系
保
全
と
公

益
的
機
能
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

⑹
住
民
参
画
型
森
林
整
備

◦
集
落
柵
周
辺
の
見
通
し
確
保
、
野
生
動
物
の
潜
み

場
除
去
に
よ
り
農
作
物
被
害
が
減
少
し
た
。

◦
サ
ル
対
策
で
は
潜
み
場
除
去
や
不
要
果
樹
の
伐
採

等
に
よ
り
、
追
払
い
効
果
が
向
上
し
た
。

３
．
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
26
年
８
月
豪
雨
で

は
、「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
事
業
地
が
、
流
木
の

発
生
や
下
流
へ
の
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
な
ど
効
果
を

発
揮
し
た
。
一
方
、
谷
筋
上
流
の
凹
型
斜
面
で
崩
壊
が

多
発
し
た
た
め
、
勾
配
の
緩
い
下
流
の
渓
流
で
も
流

木
・
土
石
流
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
新
た
な
課

題
も
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
27
年
度
は
、
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流

対
策
）
の
対
象
森
林
を
１5
度
未
満
の
緩
い
渓
流
に
も
拡

充
し
て
、
被
災
渓
流
を
重
点
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

近
年
の
豪
雨
災
害
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
予
想
を

上
回
る
記
録
的
な
降
雨
に
伴
い
甚
大
な
山
地
災
害
が
県

下
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一宮
整備６年後

【質問：倒木などの不安は解消されましたか？】

【質問：今回の整備を通じて、山に関心を持ちましたか？
また今後、森林整備活動に参加しますか？】

整備６年後の状況と目標林相

集落防護柵の下部に間伐材を並べた
侵入対策（市川町）

マツ枯れ跡地への植栽（市川町）

上：整備直後、
下：4年後の植生回復状況（豊岡市）
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化

　
　

１.

須
留
ケ
峰
の
変
貌 

近
藤
伸
一

沈
黙
の
森
林

　

自
然
は
、
沈
黙
し
た
。
⋮
春
が
来
た
が
、
沈
黙
の
春
だ

っ
た
⋮
「
沈
黙
の
春
」
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、
最

近
、
山
道
を
歩
く
と
沈
黙
の
森
林
を
意
識
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
シ
カ
）
が
異
常
繁

殖
し
て
森
林
の
下
層
植
生
を
衰
退
さ
せ
、
寄
生
植
物
を
失

っ
た
無
数
の
昆
虫
が
姿
を
消
し
た
こ
と
が
、
異
様
な
静
け

さ
に
原
因
し
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
食
害
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
衰
退

　

兵
庫
県
内
で
は
１
９
８
０
年
代
に
県
北
部
（
南
但
馬
地

域
）
で
シ
カ
が
異
常
繁
殖
し
、
そ
の
食
害
で
森
林
の
下
層

植
生
の
衰
退
が
始
ま
り
ま
し
た
。
被
害
は
都
市
部
を
除
く

ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
広
が
り
、
現
在
は
県
北
部
の
多
雪
地

帯
（
美
方
郡
）
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

低
木
層
、
草
本
層
が
シ
カ
の
採
食
圧
で
衰
退
し
、
裸
地

化
が
進
み
、
シ
カ
の
不
嗜
好
性
植
物
（
シ
カ
が
好
ま
な
い

植
物
）
だ
け
が
残
っ
て
優
占
し
ま
す
。

須
留
ケ
峰
の
変
貌

　

須
留
ケ
峰
は
朝
来
市
と
養
父
市
の
境
に
位
置
す
る
標
高

１
０
５
３
ｍ

、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
が
生
息
す
る
県

内
有
数
の
自
然
豊
か
な
山
で
し
た
。
こ
の
山
が
シ
カ
の
食

害
に
よ
っ
て
多
様
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
過
程
を
紹
介
し
ま

す
。

１
９
９
０
年
頃
の
須
留
ケ
峰
は
、
植
物
の
種
類
が
豊
富
で
、

初
め
て
目
に
す
る
植
物
の
多
さ
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

山
道
の
ミ
ズ
メ
林
に
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類
が
無
数
に
群
が
っ

て
お
り
、
山
頂
付
近
の
広
葉
樹
林
は
見
事
で
し
た
。

　

１
９
９
６
年
、
子
供
た
ち
の
昆
虫
観
察
会
を
計
画
す
る

こ
と
と
な
り
、
ま
ず
須
留
ケ
峰
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
頭
に

浮
か
び
、
予
備
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。
道
中
の
植
生
に

変
化
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
覚
え
の
あ
る
ミ
ズ

メ
林
は
下
草
が
な
く
な
り
、
乾
燥
が
進
ん
で
、

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
は
も
と
よ
り
昆
虫
の
影
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
因
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
下
山
し
た
の
で
す
が
、
シ
カ
の
食
害

の
初
期
段
階
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
は
植
物
調
査
と
昆
虫
調
査
で
た

び
た
び
訪
れ
ま
し
た
が
森
林
の
変
化
に
は
気
づ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
佐
中
川
の
両
岸
は
ウ
ツ
ギ

や
珍
し
い
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
（
写
真
1
）
な
ど
の

低
木
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
林
道
周
辺
の
草
本
植
物

は
明
ら
か
に
衰
退
し
、
貴
重
種
が
生
育
す
る
草
本
植
物
の

群
落
は
、
大
幅
に
減
少
し
、
支
流
の
急
斜
面
の
狭
い
部
分

に
残
っ
て
い
る
程
度
で
し
た
。

　

チ
ョ
ウ
類
は
、
但
馬
の
他
の
地
域
と
比
較
す
る
と
種
類
、

個
体
数
と
も
異
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
、
２
０
０
１
年
頃

に
は
シ
カ
の
食
害
が
相
当
進
行
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

２
０
０
８
年
に
シ
カ
の
食
害
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

登
山
口
付
近
の
休
耕
田
一
面
に
チ
カ
ラ
シ
バ
が
茂
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
る
で
栽
培
植
物
の
よ
う
で
す
。（
写
真
2
）。

通
常
の
休
耕
田
に
は
40
種
以
上
の
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

す
が
、
シ
カ
の
食
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
チ
カ
ラ
シ
バ
主

写真1　メグスリノキ
2001年7月

写真２　チカラシバが茂る休耕田
2008年10月
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体
の
単
純
な
植
生
に
な

る
よ
う
で
す
。
空
き
地

は
ス
ゲ
類
だ
け
が
成
長

し
、
他
の
植
物
は
小
型

化
し
て
刈
り
込
ま
れ
た

芝
生
の
よ
う
に
地
面
に

張
り
付
い
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
3
）タ
チ
ツ
ボ
ス

ミ
レ
、
ニ
ョ
イ
ス
ミ
レ
、

チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ
、

ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
、

カ
タ
バ
ミ
（
写
真
4
）、

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ヨ
モ
ギ
、

ム
ラ
サ
キ
サ
キ
ゴ
ケ
、

チ
ド
メ
グ
サ
な
ど
多
種

の
植
物
に
交
じ
っ
て
シ

カ
の
糞
塊
が
多
数
見
ら

れ
（
写
真
4
）、
相
当

な
シ
カ
の
食
圧
を
う
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

山
道
に
入
る
と
路
側

の
植
物
は
ネ
ザ
サ
が
見

ら
れ
な
く
な
り
イ
ワ
ヒ

メ
ワ
ラ
ビ
に
変
わ
り

（
写
真
5
）イ
ワ
ヒ
メ
ワ

ラ
ビ
の
隙
間
か
ら
マ
ム

シ
グ
サ
の
仲
間（
写
真

6
）や
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ

（
写
真
6
）が
顔

を
出
し
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
進
む

と
一
面
オ
オ
バ

ア
サ
ガ
ラ
の
幼

木
が
谷
を
覆
い

尽
く
し
て
い
ま

し
た
。（
写
真

7
）こ
の
場
所

は
２
０
０
１
年
ご
ろ
は
ス
ス
キ
が
主
体
の
草
地
で
、
コ
チ

ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
な
ど
の
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
類
が
生
息
し
て
い

ま
し
た
。
周
辺
の
ス
ギ
林
内
も
オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
の
幼
木

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
対
岸
の
山
の
斜
面
に
は

植
林
地
の
中
に
シ
ロ
ダ
モ
の
群
落
が
現
れ
て
い
ま
し
た

（
写
真
8
）。
さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
林
床
が
マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ

群
落
の
区
域（
写
真
9
）、
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
の
区
域
な
ど
単
一

植
物
が
優
占
す
る
空
間
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
２
０
０

１
年
の
調
査
時
に
メ

グ
ス
リ
ノ
キ
が
み
ら

れ
た
佐
中
川
の
両
岸

は
、
低
木
の
茂
み
が

シ
カ
の
食
害
で
消
滅

し
、
裸
地
化
し
て
い

ま
し
た
。（
写
真
10
）

注　

植
物
名
に
左
線

が
あ
る
の
は
シ
カ
の

不
嗜
好
性
植
物

お
わ
り
に

　

シ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化
の
現
象
が
、

様
々
な
形
で
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
断
片
的
な
観
察
で
し

た
が
、須
留
ケ
峰
が
シ
カ
の
食
害
を
受
け
て
、多
様
性
を
失

っ
て
き
た
過
程
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回

以
降
で
チ
ョ
ウ
類
の
減
少
、不
嗜
好
性
植
物
群
落
の
出
現

な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真３　シカの食圧の影響をうけた空き地
2008年10月

写真６　マムシグサの仲間とアケボノソウ　
2008年10月

写真８　植林地に現れたシロダモの群落
2009年5月

写真９　林床のマツカゼソウ
2008年10月

写真10　裸地化した佐中川の岸
2008年10月

写真７　谷を覆い尽くしたオオバアサガラ
2008年10月

写真４　空き地の小型化したカタバミと
シカの糞塊　2008年10月

写真５　路側に茂るイワヒメワラビ
2008年10月
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森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
５
）

　
　

谷
池
に
集
ま
る
ア
カ
ト
ン
ボ 

佐
藤
邦
夫

は
じ
め
に

　

加
西
市
の
北
部
に
普
光
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

周
辺
は
照
葉
樹
林
に
生
息
す
る
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
や
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
、「
河
内
ふ
れ
あ
い

の
森
」
と
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
谷
池
と
呼
ば
れ
る
た
め
池
が
点
在
し
、
多

く
の
ア
カ
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
秋
の
谷

池
め
ぐ
り
で
見
ら
れ
る
ト
ン
ボ
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

谷
池
と
は

　

兵
庫
県
内
に
は
少
な
く
な
っ
た
と
は
言
う
も
の
の
４
万

以
上
の
た
め
池
が
あ
り
、
淡
路
島
や
東
播
磨
で
特
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
数
は
全
国
一
で
２
位
の
広
島
県
の
２

倍
以
上
あ
り
ま
す
。
た
め
池
は
大
き
く
谷
池
と
皿
池
の
２

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
谷
池
は
谷
の
下
流
側
に
堤
を
作

り
川
を
せ
き
止
め
て
作
ら
れ
た
池
で
、
山
間
部
で
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
皿
池
は
平
野
部
に
多
く
周
囲
を
堤
で

囲
み
底
を
掘
り
下
げ
て
作
ら
れ
た
池
で
、
川
や
ダ
ム
か
ら

用
水
路
を
経
て
水
が
貯
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
両
者
に
は
周
囲
の
環
境
や
水
質
に
大
き
な
違
い
が
見

ら
れ
、
生
息
す
る
生
物
相
も
異
な
り
ま
す
。
谷
池
の
多
く

は
周
囲
を
樹
木
で
覆
わ
れ
、
水
質
は
貧
栄
養
の
場
合
が
多

く
水
生
植
物
も
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
皿
池
は
富

栄
養
で
浅
い
た
め
、
自
然
状
態
で
は
水
生
植
物
が
多
く
繁

茂
し
ま
す
。

ア
カ
ト
ン
ボ
に
つ
い
て

　

ア
カ
ト
ン
ボ
と
は
正
式
な
名
前
で
は
な
い
た
め
、
シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
な
ど
を
含
め
た
赤

く
な
る
種
を
指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
ト
ン

ボ
科
ア
カ
ネ
属
に
属
す
る
種
類
を
ア
カ
ト
ン
ボ
と
総
称
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
青
く
な
る
ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
や
黄

色
く
な
る
キ
ト
ン
ボ
や
オ
オ
キ
ト
ン
ボ
も
ア
カ
ト
ン
ボ
に

含
ま
れ
ま
す
。
ア
カ
ト
ン
ボ
は
一
部
の
種
類
を
除
き
、
た

め
池
や
水
田
の
水
量
の
変
化
に
対
応
し
た
生
活
史
を
持
ち
、

日
本
の
農
耕
文
化
と
深
く
係
わ
る
こ
と
で
繁
栄
し
て
き
ま

し
た
。
初
夏
に
羽
化
し
た
ア
カ
ト
ン
ボ
は
、
黄
色
っ
ぽ
い

色
を
し
て
赤
く
あ
り
ま
せ
ん
。
羽
化
後
は
近
く
の
森
の
中

な
ど
へ
移
動
し
、
十
分
栄
養
を
蓄
え
成
熟
す
る
の
を
待
ち

ま
す
。
中
で
も
ア
キ
ア
カ
ネ
は
高
地
へ
移
動
す
る
た
め
、

氷
ノ
山
山
頂
な
ど
で
見
ら
れ
る
ト
ン
ボ
の
大
群
は
赤
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
ア
キ
ア
カ
ネ
で
す
。
成
熟
し
赤
く
な
る
と

生
ま
れ
故
郷
の
池
や
水
田
に
現
れ
、
こ
こ
で
、
交
尾
、
産

卵
を
行
い
ま
す
。
ア
カ
ト
ン
ボ
は
種
類
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

好
み
の
池
が
違
い
、
秋
に
完
全
に
水
を
抜
い
て
し
ま
う
池
、

少
し
水
を
残
し
て
い
る
池
な
ど
に
多
い
よ
う
で
す
。

ため池は維持管理のため秋になると水抜き
されることが多い。完全に水抜きすること
によって天敵であるブラックバス、ブルー
ギル、ミシシッピアカミミガメなどの外来
生物も駆除することができるが、アカトン
ボ以外のトンボは少ない。

水抜きされたため池

ナニワの名前がつくが兵庫県の播磨地方に
多く他府県では絶滅が心配されている。青
いアカトンボとして有名で水の無い地表に
産卵する。卵は水に浸かると溺れ死ぬと言
われ水抜きされた池には特に多い。

ナニワトンボ
（兵庫県版RDB2012　Cランク）

ナニワトンボと同じく水抜きされた池に多
い。同様に羽先が黒いコノシメトンボは全
身が赤くなりノシメトンボはあまり赤くな
らない。

リスアカネ

水抜きされた池で吸水していることが多い。
羽の裏は白一色であるが、オスの表は黒地
に赤茶色、メスの表は黒地に銀色の模様が
ある。幼虫はクズなどのマメ科植物を食べ
る。

ウラギンシジミ
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秋になると山間の池に浮いているカマキリ
がよく見られる。これは寄生したハリガネ
ムシ（類線形動物）に操られたもので、成虫と
なったハリガネムシはこうして水中に脱出
する。水中に産まれたハリガネムシの卵は
水生昆虫の幼虫のエラに吸い込まれ、羽化
した水生昆虫がカマキリなどの陸上昆虫に
食べられるという不思議な生活史をたどる。

羽全体が黄色くなる日本で唯一のアカトン
ボで、池畔より少し離れた場所で見られる
ことが多い。産卵は水抜きされた地表に行
われるらしい。

オオキトンボ
（兵庫県版RDB2012　Ｂランク）

高い竿や樹木の先端に止まる習性があるの
で目につきにくい。羽の基部がオレンジ色
になるのでこの名がある。オスは秋になる
と全身真っ赤になる。

ネキトンボ

ハラビロカマキリ

オスとメスが同じオレンジ色をした美しい
アカトンボで羽の一部が透明となる。水と
地面の境付近に産卵するため条件に合う池
でしか見られない。。

キトンボ

一つの池で多様な環境が得られるため、生
息するトンボの種類も多い。

水が残され汀（みぎわ）のあるため池
シカ防護柵の網にからまれ身動きできなく
なっている。つい20年ほど前まではこの
地で見かけることは無かったが、今では水
抜きされたため池の地面に多くの足跡が見
られる。

谷池の堤などで良く見られるが数は多くな
い。よく似たイチモンジセセリとは後翅の
銀色紋の並び方で区別できる。

オオチャバネセセリ
普段は森の中で生活しているが、秋になる
とため池に現れ水面を覆う樹木の枝に産卵
する。孵化した幼虫は自力で水面に落ちる。

オオアオイトトンボ

一年中水をたたえているため水深が深くア
カトンボは少ない。

秋でも満水のため池

池畔の丈の高い草本上で見られる。メスの
産卵管が体長と同じくらい長い。

オナガササキリ
顔面に舞子さんの眉のような黒い模様があ
る小型のアカトンボでメスの羽先は黒い。
産卵する池をあまり選ばないため広く見ら
れる。

マユタテアカネ

黒地に水色模様のある美しいトンボで谷池
でよく見られる。水生植物の茎や水に浮い
た枯木などに産卵する。

オオルリボシヤンマ

ニホンジカ
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新
緑
の
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

当
協
会
が
平
成
１5
年
秋
か
ら
、
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・

氷
ノ
山
線
」
で
実
施
し
て
い
る
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
今
年
も
去
る
５
月
26
︱
27
日
の
２
日
間
実
施
し
、
₃₃
名

が
新
緑
の
氷
ノ
山
・
瀞
川
山
周
辺
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
等
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
協
会
と
兵
庫
県
治
山
課
並
び

に
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
と
の
共
催

で
、
地
元
養
父
市
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
2１
回
目
、
こ
れ
ま
で
に
約
８
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

26
日
、
林
業
会
館
前
を
８
時
に
大
型
バ
ス
で
出
発
し
ま

し
た
。
県
治
山
課
か
ら
金
子
副
課
長
、
講
師
と
し
て
近
藤

伸
一
氏
と
佐
藤
邦
夫
氏
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

車
内
に
お
い
て
行
程
等
の
説
明
を
行
っ
た
後
に
、
金
子
副

課
長
か
ら
県
の
取
り
組
み
状
況
等
を
説
明
し
、
近
藤
講
師

か
ら
車
内
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
、
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺

の
自
然
や
動
植
物
を
紹
介
し
て
、
自
然
観
察
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

養
父
市
の
「
あ
ゆ
公
園
」
で
養
父
市
と
朝
来
農
林
振
興

事
務
所
の
職
員
と
合
流
し
、
横
行
渓
谷
へ
入
り
、
渓
谷
の

入
り
口
に
あ
る
但
馬
の
名
水
「
ぶ
な
の
し
ず
く
」
で
の
ど

を
潤
し
た
後
、
平
家
伝
説
が
残
る
「
姫
が
淵
」
か
ら
約
２

㎞
林
道
を
散
策
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

再
び
バ
ス
で
渓
谷
を
進
み
、
林
道
瀞
川
・
氷
ノ
山
線
に

入
り
、
大
段
ヶ
平
で
但
馬
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
の
昼
食
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
の
お
弁
当
は
好
評
で
し
た
。
当
日

は
、
チ
シ
マ
ザ
サ
の
た
け
の
こ
「
ス
ズ
コ
」
採
り
で
地
元

の
方
々
も
多
く
入
山
し
て
お
り
、
参
加
者
の
中
に
も
熱
心

に
ス
ズ
コ
を
採
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
但
馬
と
播
磨
の
境
の
「
国
境
の
駅
」
周
辺

の
ブ
ナ
林
観
察
を
行
い
、
ブ
ナ
の
巨
木
前
で
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
巨
木
の
谷
駅
周
辺
の
ト

チ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
巨
木
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
最
後
に
「
別
宮
の
棚
田
」
を
楽
し
み
、「
別
宮

の
大
カ
ツ
ラ
」
を
観
察
し
て
、
宿
舎
「
ロ
ッ
ジ
み
や
ま

荘
」
に
入
り
ま
し
た
。
夕
食
後
の
「
森
を
語
る
集
い
」
で

は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
但
馬
の
雪
景
色
や
土
砂
災
害
時
に
備

え
て
の
知
識
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ハ
チ
高
原
を
出
発
し
、「
氷
ノ
山
展
望
駅
」

や
「
は
ち
ま
き
展
望
駅
」
か
ら
は
但
馬
の
山
々
の
素
晴
ら

し
い
眺
望
や
、
瀞
川
山
へ
の
ミ
ニ
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

次
に
兵
庫
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
の
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
大
カ
ツ
ラ
を
見
学
し
、
但
馬
高
原
植
物
園

で
昼
食
後
、
園
内
の
和
池
の
大
カ
ツ
ラ
を
観
察
ま
し
た
。

最
後
に
、
香
美
町
村
岡
区
八
井
谷
地
区
の
「
災
害
に
強
い

森
づ
く
り
」
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
豊
岡
農
林
水
産

振
興
事
務
所
職
員
か
ら
事
業
趣
旨
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

参
加
者
は
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
路
、「
西
紀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
」
で
休
憩
し
、
三
宮

に
午
後
５
時
頃
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
最
高
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
氷
ノ
山
の

自
然
に
触
れ
合
え
る
素
晴
ら
し
い
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
無
事
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

◦	

自
然
破
壊
で
は
？

◦	

知
識
が
な
か
っ
た
か
ら
（
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
）
自

然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
勉
強
し
た
か
ら
必
要
だ
と

思
っ
た
。

◦	

一
般
の
者
へ
公
開
さ
れ
て
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
林
道
ウ
ォ
ー
ク
募
集
を
知
り
関
心
を
持
ち
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
整
備
の
為
の
道
路
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

◦�

自
然
と
人
間
の
通
交
路
。
不
可
避
で
あ
る
し
、
損
も
益

も
あ
る
。

◦	

「
破
壊
」
を
最
小
に
し
て
英
知
を
結
集
し
、
こ
と
に
当

た
る
な
ら
あ
る
程
度
は
許
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◦	

山
の
中
で
も
物
資
や
人
を
運
ぶ
た
め
に
森
林
に
手
を
入

れ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
。

◦�

日
本
の
木
材
を
も
っ
と
利
用
す
る
為
に
も
林
道
は
必
要

で
あ
り
、
そ
の
事
に
つ
い
て
、
自
然
破
壊
と
い
う
の
は

難
し
い
と
思
っ
た
。

◦�

車
が
ど
ん
ど
ん
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
が
荒
れ
る
よ
う

に
思
っ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
林
道
を
つ
く
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
然
破
壊

（
自
然
へ
の
負
荷
）の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
か
？

全く持っていない
6%

わからない
3%

少し持っていた
35%

どちらとも
いえない
19%

あまり持って
いない
31%

かなり持っていた
6%
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横行渓谷をウォーキング

ブナの観察駅で記念撮影

氷ノ山展望駅からの眺望

ハチ北展望駅から眺望

｢災害に強い森づくり｣現地見学
豊岡農林水産振興事務所職員の説明を聞きました（道の駅ハチ北周辺）

兎和野の大カツラ 和池の大カツラ
（但馬高原植物園内）

講師の説明を熱心に聞く参加者 但馬の山々を眺めながら大段ヶ平で昼食

別宮の大カツラ
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編

集

後

記

　

平
成
２５
年
９
月
に
、
元
町
商
店
街
の
「
海
文

堂
書
店
」
が
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
若

者
の
活
字
離
れ
や
電
子
書
籍
の
登
場
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

こ
と
に
よ
る
廃
業
と
聞
く
。
筆
者
も
長
年
、
同

書
店
を
利
用
し
、
廃
業
は
寂
し
い
限
り
で
あ

り
、
元
町
商
店
街
に
書
店
が
な
く
な
っ
て
、「
文

化
の
香
り
」
が
半
減
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆

く
同
輩
は
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
後
、
神
戸
新
聞
の
「
海
文
堂
書
店
の
復

活
を
神
戸
市
が
検
討
」
す
る
旨
の
記
事
を
目
に

し
た
。
自
治
体
が
、
特
定
の
小
売
店
を
救
済
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
理
解

で
き
る
が
、
方
策
を
十
分
に
議
論
し
、
知
恵
を

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
久
元
市
長
も
自
身
の

ブ
ロ
グ
で
「
市
民
レ
ベ
ル
の
議
論
を
期
待
し
、

活
字
を
愛
す
る
市
民
が
書
店
を
支
え
る
仕
組
み

を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
、
と
い
う
視
点

を
大
切
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
神

戸
市
は
「
文
化
創
生
都
市
宣
言
」
の
中
で
、
こ

う
宣
言
さ
れ
て
い
る
。「
わ
た
し
た
ち
は
、
未

曾
有
の
震
災
を
体
験
し
、
共
有
し
た
思
い
や
り

や
学
ん
だ
芸
術
の
力
を
、
神
戸
の
文
化
と
し
て

次
世
代
に
伝
え
、
世
界
へ
と
発
信
し
ま
す
。」

今
後
の
議
論
の
盛
り
上
が
り
に
期
待
す
る
。

治
山
学
習
用
ビ
デ
オ
の
作
成
に
つ
い
て

　

当
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
普
及
宣
伝
の
学
習

用
ビ
デ
オ
を
４
本
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
２
本
が
小
学
生
向
き
の
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て

の
治
山
学
習
用
ビ
デ
オ
で
す
。

　

ひ
と
つ
は
平
成
１１
年
に
作
成
し
た
「
森
の
は
た

ら
き
、
ひ
と
し
ず
く
の
約
束
」、
も
う
ひ
と
つ

が
、
平
成
１４
年
に
作
成
し
た
「
山
に
学
び
、
山
に

生
き
る
、
山
が
動
く
時
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
を
最
後
に
作
成
し
て
か
ら
既

に
１０
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
会
員
市
町
の
皆

様
か
ら
も
新
し
い
ビ
デ
オ
の
製
作
が
望
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
、
㈱
Ｎ
Ｈ
Ｋ
メ
デ
ィ

ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
2０
分
程
度
の
小
学
生
向
け
ビ

デ
オ
製
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

題
名
は
「
少
年
と
山
の
精
霊
（
仮
題
）」
で
、

少
年
と
老
人
が
作
り
出
す
不
思
議
な
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。
本
年
５
月
末
か
ら
宍
粟
市
内
で
４
Ｋ
カ
メ

ラ
に
よ
る
ロ
ケ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
5１
年
の
福
知
の
災
害
や
平
成
2１
年
の
豪
雨

災
害
の
様
子
な
ど
、
当
時
の
災
害
体
験
者
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
の
紹
介
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
秋
の
ロ
ケ
を
１１
月
以
降
に
行
い
、
来
年

の
3
月
に
完
成
予
定
で
す
。
今
後
も
起
こ
り
う
る

山
地
災
害
に
対
し
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
の
た

め
に
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
意
識
向
上
を
図
り
、

減
災
対
策
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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